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1. はじめに
産婦人科領域において，鍼灸治療は有効な治療方法の1つとして考えら

れ，様々な場面で用いられている。近年では，女性疾患を専門に取り扱う
鍼灸院なども増加し，ニーズが高い。月経は女性の身体生理学的な特性で
あるが，それが月経周期に伴う心身の変化を引き起こし，時に苦痛や不安
の原因となる。月経に伴う様々な症状は，月経随伴症状と呼ばれ，多くの
女性は少なからず何らかの月経随伴症状を経験している。
骨盤痛の主な婦人科的原因となるものに，月経困難症がある。月経困難

症は，機能性月経困難症と器質性月経困難症に分類され，一定の鍼灸治療
が効果を示す報告が多い。本稿では，月経困難症に対する鍼灸治療の効果
について紹介する。

2. 鍼灸治療が有効であった症例

症例1

28歳　女性　会社員
機能性月経困難症

月経時の下腹部痛，腰痛，下腹部の張りを訴え来院。18歳頃から月経
痛が起こるようになり，月経1～2日目にかけて特に下腹部痛が強く，1
日に2～3錠の鎮痛薬を使用している。服用しないと仕事に差し支えるの
で，不安であると来院された。
鍼治療にはセイリン社製の円皮鍼パイオネックス®（直径12㎜の絆創膏
の中央に長さ0.9㎜の鍼）を用い，内果の上，指4本分上で脛骨の後縁に
あたる両側の三陰交に貼付した（置き鍼）。三陰交穴は，東洋医学では生
殖器系に関係の深い足の三陰経（肝，脾，腎）の交会穴（交わる経穴）であ
ることから，婦人科疾患を主治する常用穴として頻用されている（図1）。
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 図1  月経困難症で用いた三陰交

三陰交穴
　内果の上，指4本分上で，
　骨のきわ

三陰交穴
　内果の上，指4本分上で，
　骨のきわ

また，円皮鍼とは，円形のテープに鍼が樹脂で固定されており，刺激を
持続させたいときに用いる貼付式の鍼である（図2）。治療は1週間のうち
の4日間を連続貼付期間とし（当日の入浴前に剥がすなど，1日ごとに貼
付し直す），その後の3日間は絆創膏によるかぶれを防ぐため，貼付休止
期間とし，同様の治療を毎週行った。主訴であった下腹部痛や腰痛，下腹
部の張りなどは治療を重ねるにしたがい減少した。

 図2  月経困難症の治療で用いた置き鍼
商品写真はセイリン社提供：1枚のテープに鍼が樹脂で固定されている。鍼の長さは0.3～1.5mmまで，用途によ
って使いわける

横から見た置き鍼

また，下腹部痛のVAS ( visual analogue scale )も治療前と比較して，
治療開始後から低下を認め，鎮痛薬の服薬量も減少し，治療4カ月後には
服薬を必要としなくなった（図3）1）。
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 図3  症例１　月経困難症に対する鍼治療 （文献1より引用）
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症例2

23歳　女性　会社員
機能性月経困難症

4年ほど前から月経時の下腹部痛が強い。前職場のストレスが原因で，
症状の悪化を認めていた。漢方薬を服薬しても完全には消失せず，月経初
日に2～3錠の鎮痛薬を服用する。それでも痛みが強く寝込むこともあり，
なんとかならないかと来院された。
四診により肝鬱気滞と診断し，最初の1カ月は週に1回，三陰交穴，太

衝穴，百会穴などの鍼治療，合谷穴，足三里穴などへ灸治療を行い，その
後は月経開始2～5日前に1回の治療を行った（図4）。
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